
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び
良
質
な
医
療
を
提
供
す
る
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め
の
医
療

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
十
八
年
六
月
十
三
日

参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会

政
府
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

一
、
新
た
な
保
険
外
併
用
療
養
費
制
度
に
お
い
て
は
、
医
療
に
お
け
る
安
全
性
・
有
効
性
が
十
分
確
保
さ
れ
る
よ
う
対
処
す
る

と
と
も
に
、
保
険
給
付
外
の
範
囲
が
無
制
限
に
拡
大
さ
れ
な
い
よ
う
適
切
な
配
慮
を
す
る
こ
と
。

二
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
設
立
を
は
じ
め
、
そ
の
創
設
の
準
備
が
円
滑
に
進

め
ら
れ
る
よ
う
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、
広
域
連
合
、
医
療
保
険
者
等
に
対
す
る
必
要
な
支
援
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
後

期
高
齢
者
支
援
金
を
負
担
す
る
保
険
者
等
の
意
見
が
広
域
連
合
の
運
営
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
保
険
者
協
議
会
の
活
用
等
に

つ
い
て
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
意
見
を
聞
く
場
の
設
定
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
。

三
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
新
た
な
診
療
報
酬
体
系
に
つ
い
て
は
、
必
要
か
つ
適
切
な
医
療
の
確
保
を
前
提
と
し
、
そ
の
上
で
そ

、

、

の
心
身
の
特
性
等
に
ふ
さ
わ
し
い
診
療
報
酬
と
す
る
た
め

基
本
的
な
考
え
方
を
平
成
十
八
年
度
中
を
目
途
に
取
り
ま
と
め



国
民
的
な
議
論
に
供
し
た
上
で
策
定
す
る
こ
と
。

四
、
高
齢
者
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
に
対
す
る
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
の
設
定
、
療
養
病
床
に
入
院
す
る
高

齢
者
の
食
費
及
び
居
住
費
の
負
担
の
設
定
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
の
基
準
の
策
定
に
当
た
っ
て
、
そ
の
負
担
が

過
度
と
な
ら
な
い
よ
う
留
意
し
、
低
所
得
者
へ
の
十
分
な
配
慮
を
行
う
こ
と
。
特
に
、
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
に
対
す
る

新
た
な
保
険
料
負
担
に
つ
い
て
は
、
特
段
の
軽
減
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

五
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
、
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
負
担
の
歯
止
め
と
な
る
よ
う
、
保
険
料
率
の
内
訳
の

明
示
、
著
し
く
負
担
が
高
く
な
る
保
険
者
へ
の
配
慮
措
置
な
ど
を
含
め
た
方
策
を
検
討
す
る
こ
と
。
あ
わ
せ
て
、
現
行
制
度

と
比
較
し
て
急
激
な
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
、
激
変
緩
和
の
た
め
の
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

六
、
高
額
療
養
費
制
度
の
自
己
負
担
限
度
額
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
家
計
に
与
え
る
影
響
、
医
療
費
の
動
向
、
医
療
保
険
財
政

の
推
移
等
を
踏
ま
え
、
検
討
を
加
え
る
と
と
も
に
、
そ
の
適
用
の
利
便
に
資
す
る
た
め
、
政
府
管
掌
健
康
保
険
は
把
握
し
て

い
る
情
報
の
速
や
か
な
通
知
に
努
め
、
国
民
健
康
保
険
に
お
い
て
も
通
知
が
行
わ
れ
る
よ
う
保
険
者
の
努
力
を
促
す
こ
と
。

、

、

。

ま
た

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
い
て

広
域
連
合
に
よ
る
被
保
険
者
へ
の
通
知
が
十
分
行
わ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と

さ
ら
に
、
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
と
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
利
用
者
負
担
と
を
調
整
す
る
仕



組
み
に
つ
い
て
、
今
後
早
期
に
検
討
す
る
こ
と
。

七
、
レ
セ
プ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
つ
い
て
は
目
標
年
次
ま
で
の
完
全
実
施
を
確
実
な
も
の
と
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、

こ
れ
と
併
せ
て
個
別
の
医
療
内
容
・
単
価
の
分
か
る
領
収
証
の
発
行
の
普
及
に
努
め
る
こ
と
。

八
、
今
後
の
保
健
事
業
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
健
診
や
住
民
の
健
康
増
進
の
た
め
の
事
業
を
充
実
す
る

よ
う
、
地
域
医
療
を
担
う
関
係
者
の
協
力
を
得
つ
つ
、
医
療
保
険
者
や
市
町
村
の
健
診
・
保
健
指
導
の
実
施
体
制
の
確
保
に

一
層
努
め
る
と
と
も
に
、
入
手
し
た
個
人
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
委
託
先
を
含
め
個
人
情
報
保
護
法
の
観
点
か
ら
万
全
な
管

理
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
地
域
・
職
域
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
を
体
系
的
・
総
合
的
に
行
う
た
め
に
、
生
活
習

慣
病
予
防
に
向
け
た
国
民
運
動
を
積
極
的
に
展
開
す
る
と
と
も
に
、
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
、
必
要

に
応
じ
健
康
増
進
法
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。
ま
た
、
被
扶
養
者
の
健
診
の
普
及
を
図
る
た
め
、
そ
の
利
用
者

負
担
も
含
め
機
会
の
確
保
に
十
分
に
配
慮
す
る
こ
と
。

九
、
生
活
習
慣
病
予
防
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
に
、
市
町
村
に
加
え
、
保
険
者
又
は
そ
の
委
託
先
等
に
、
地
域
医
療
を
担
う

関
係
者
の
協
力
を
得
つ
つ
、
保
健
指
導
の
担
い
手
で
あ
る
保
健
師
又
は
管
理
栄
養
士
等
を
適
正
に
配
置
す
る
よ
う
努
め
、
計

画
的
に
実
行
で
き
る
体
制
を
整
備
し
、
そ
の
効
果
の
検
証
を
行
う
こ
と
。



十
、
療
養
病
床
の
再
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
す
べ
て
の
転
換
を
希
望
す
る
介
護
療
養
病
床
及
び
医
療
療
養
病
床
が
老
人
保
健
施

設
等
に
確
実
に
転
換
し
得
る
た
め
に
、
老
人
保
健
施
設
の
構
造
設
備
基
準
や
経
過
的
な
療
養
病
床
の
類
型
の
人
員
配
置
基
準

に
つ
き
、
適
切
な
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、
今
後
の
推
移
も
踏
ま
え
、
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
も
含
め
各
般
に
わ
た
る
必

要
な
転
換
支
援
策
を
講
ず
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
進
捗
状
況
を
適
切
に
把
握
し
、
利
用
者
や
関
係
者
の
不
安
に
応
え
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
保
健
施
設
等
必
要
な
介
護
施
設
及
び
訪
問
看
護
等
地
域
ケ
ア
体
制
の
計
画
的
な
整
備
を
支
援
す
る

観
点
か
ら
、
地
域
ケ
ア
を
整
備
す
る
指
針
を
策
定
し
、
都
道
府
県
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
療
養
病
床
の
円
滑
な
転
換
を
含

め
た
地
域
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
や
退
院
時
の
相
談
・
支
援
の
充
実
な
ど
に
努
め
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
療
養
病
床
の
患

者
の
医
療
区
分
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
な
調
査
・
検
証
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
に
応
じ
て
適
切
な
見
直
し
を
行

う
こ
と
。

十
一
、
産
科
、
小
児
科
を
始
め
と
す
る
特
定
の
診
療
科
及
び
へ
き
地
医
療
に
お
け
る
医
師
不
足
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
地
域

の
実
情
を
考
慮
し
た
医
療
機
能
の
効
果
的
な
集
約
化
・
重
点
化
の
促
進
と
拠
点
病
院
へ
の
搬
送
体
制
の
整
備
、
大
学
医
学
部

の
入
学
定
員
の
地
元
枠
の
設
定
、
地
域
の
病
院
に
医
師
を
紹
介
す
る
体
制
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
、
地
域
医
療
の
関
係
者
が

、

。

参
画
す
る
都
道
府
県
の
医
療
対
策
協
議
会
に
お
け
る
検
討
を
踏
ま
え

必
要
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
よ
う
支
援
を
行
う
こ
と



十
二
、
小
児
救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、
小
児
救
急
医
療
拠
点
病
院
へ
の
支
援
等
に
よ
る
二
十
四
時
間
対
応
が
可
能
な
体
制
の
確

保
、
小
児
救
急
電
話
相
談
事
業
等
保
護
者
が
深
夜
等
で
も
相
談
が
で
き
る
よ
う
な
施
策
の
充
実
、
患
者
の
容
態
に
応
じ
た
適

切
な
受
診
に
つ
い
て
の
啓
発
に
努
め
る
こ
と
。

十
三
、
安
心
し
て
出
産
で
き
る
体
制
の
整
備
を
進
め
る
た
め
、
地
域
に
お
け
る
産
科
医
療
の
拠
点
化
・
シ
ス
テ
ム
化
を
図
る
と

と
も
に
、
助
産
師
の
一
層
の
活
用
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
母
と
子
の
安
全
の
た
め
、
助
産
所
の
連
携
医
療
機
関
が
確
実
に
確

保
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

十
四
、
小
児
医
療
・
産
科
医
療
両
者
の
連
携
・
協
力
の
下
に
、
地
域
に
お
け
る
周
産
期
医
療
体
制
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
新
生
児
集
中
治
療
室
）
の
確
保
と
、
そ
の
長
期
入
院
患
者
の
後
方
支
援
施
設
も
含
め
た
支
援
体
制
の
構
築
に
努

め
る
こ
と
。

十
五
、
医
療
の
高
度
化
、
チ
ー
ム
医
療
の
推
進
、
安
心
・
安
全
の
医
療
の
確
保
な
ど
、
医
療
を
め
ぐ
る
状
況
の
変
化
や
国
民
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
質
の
高
い
医
療
従
事
者
を
育
成
す
る
た
め
に
、
教
育
や
研
修
の
在
り
方
に
つ
い
て
必
要
な
検
討
を
行
う

こ
と
。
ま
た
、
医
療
従
事
者
に
よ
る
チ
ー
ム
医
療
の
推
進
を
図
り
、
関
係
府
省
の
連
携
の
下
、
総
合
的
な
医
療
従
事
者
確
保

対
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。
特
に
、
医
療
の
現
場
に
お
い
て
看
護
師
の
果
た
す
重
要
な
役
割
に
か
ん
が
み
、
大
学
教
育



の
拡
大
な
ど
教
育
期
間
の
延
長
を
含
め
た
看
護
基
礎
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
医
療
・
介
護
提
供
体

制
の
見
直
し
に
伴
い
必
要
と
な
る
看
護
職
員
を
確
保
す
る
た
め
に
、
離
職
防
止
対
策
や
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
事
業
の
推
進
を
始

め
と
し
た
看
護
職
員
確
保
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。

十
六
、
入
院
時
の
治
療
計
画
等
に
関
す
る
書
面
の
交
付
及
び
説
明
に
当
た
っ
て
は
、
患
者
又
は
そ
の
家
族
に
十
分
な
理
解
と
同

意
が
得
ら
れ
る
よ
う
配
慮
す
べ
き
こ
と
を
医
療
関
係
者
に
対
し
周
知
す
る
こ
と
。

十
七
、
医
療
計
画
制
度
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
数
値
目
標
の
設
定
や
、
達
成
の
た
め
の
措
置
の
結
果
、
地
域
格
差
が
生
じ

、

。

、

、

た
り

患
者
・
住
民
が
不
利
益
を
被
る
こ
と
が
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と

ま
た

医
療
連
携
体
制
の
構
築
に
当
た
っ
て
は

地
域
の
医
療
提
供
者
の
意
見
を
十
分
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
地
域
医
療
連
携
に
つ
い
て
は
、
地
域
連
携
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス

、

。

、

の
普
及
等
を
通
じ
た
連
携
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め

診
療
報
酬
上
の
評
価
等
に
よ
り
そ
の
支
援
に
努
め
る
こ
と

さ
ら
に

在
宅
医
療
を
推
進
す
る
た
め
、
診
療
報
酬
上
の
在
宅
医
療
の
対
象
範
囲
の
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と
。

十
八
、
社
会
医
療
法
人
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
医
療
連
携
体
制
の
一
員
と
し
て
、
地
域
住
民
の
信
頼
の
下
、
適
正
な
運
営
が
図

ら
れ
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
。

十
九
、
医
療
事
故
対
策
に
つ
い
て
は
、
事
故
の
背
景
等
に
つ
い
て
人
員
配
置
や
組
織
・
機
構
な
ど
の
観
点
か
ら
調
査
分
析
を
進



め
る
と
と
も
に
、
医
師
法
第
二
十
一
条
に
基
づ
く
届
出
制
度
の
取
扱
い
を
含
め
、
第
三
者
機
関
に
よ
る
調
査
、
紛
争
解
決
の

仕
組
み
等
に
つ
い
て
必
要
な
検
討
を
行
う
こ
と
。

二
十
、
臨
床
修
練
制
度
に
お
け
る
対
象
資
格
の
拡
大
に
当
た
っ
て
は
、
低
賃
金
・
劣
悪
な
労
働
条
件
の
下
で
の
労
働
に
つ
な
が

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
改
正
の
目
的
等
の
周
知
に
努
め
る
こ
と
。

二
十
一
、
国
民
生
活
の
安
心
を
保
障
す
る
た
め
、
将
来
に
わ
た
り
国
民
皆
保
険
制
度
を
堅
持
し
、
平
成
十
四
年
の
健
康
保
険
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
二
条
第
一
項
に
明
記
さ
れ
た

「
医
療
保
険
各
法
に
規
定
す
る
被
保
険
者
及
び
被
扶
養

、

者
の
医
療
に
係
る
給
付
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
り
百
分
の
七
十
を
維
持
す
る
も
の
と
す
る

」
こ
と
を
始
め
と

。

、

、

。

、

し
て

安
易
に
公
的
医
療
保
険
の
範
囲
の
縮
小
を
行
わ
ず

現
行
の
公
的
医
療
保
険
の
範
囲
の
堅
持
に
努
め
る
こ
と

ま
た

今
後
の
医
療
制
度
改
革
に
当
た
っ
て
は
、
個
々
の
制
度
見
直
し
の
み
な
ら
ず
、
社
会
保
障
全
体
の
在
り
方
に
深
く
留
意
し
、

国
民
の
視
点
に
立
っ
た
給
付
と
負
担
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


